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①女性委員

の登用率の

向上

◆各種審議会等に女性委員の積

極的な登用を図り、女性がいない

委員会等を解消するとともに、女性

の参画比率が2013年（平成25年）を

目標年度に35％を達成できるよう

努めます。

市政戦略課

まなび創造館

全庁で取り組んでいる。市政戦略課では、「小牧市審議会等設置及び運営指針」

の周知を図るとともに、審議会等の委員名簿をとりまとめ、女性委員の積極的に登

用を促した。

【H２３年４月１日現在】

審議会等における女性委員人数：131名（全体人数：483名　女性比率：27.12％）

行政委員会における女性委員人数：5名（全体人数：38名　女性比率13.16％）

【H２２年４月１日現在】

審議会等における女性委員人数：１１０名（全体人数：４６９名　女性比率：２３.４

５％）

行政委員会における女性委員人数：６名（全体人数：３８名　女性比率１５.８％）

各種審議会等の改選時には、小牧市女

性人材バンクを活用し、女性委員の登用

について積極的に働きかける。

【H２４年４月１日現在】

審議会等における女性委員人数：141名

（全体人数：501名　女性比率：28.1％）

行政委員会における女性委員人数：3名

（全体人数：38名　女性比率7.9％）

今後も継続的に女性委員の登用について

目標数値に達するよう積極的に働きかける。

◆市の各種審議会等に参画できる

女性の人材の育成と発掘に努めま

す。

まなび創造館 ◆小牧市民大学こまきみらい塾を開催し、男女共同参画社会の意識の高揚を図

るとともに、女性の人材育成に努めた。

・教養講座：２６講座

・テーマ学習コース：１講座

・専門課程：１講座

・公開講座：３回

延べ回数：１５８回

総受講者数：１，０７７名（延べ1,８６１名参加）

◆県主催の研修会等（男女共同参画社会支援セミナー、女性教育指導者研修会

など）への積極的な参加を図った。

小牧市民大学こまきみらい塾を開催

・教養講座：２２講座

・テーマ学習コース：１講座

・専門課程：１講座

・「はじめの一歩男女共同参画おたすけ

隊」が、地域で男女共同参画社会の実現

に向け出前講座などの講師として活発に

活動しているため、引き続き支援する。

小牧市民

大学こまき

みらい塾

運営事

業：5,061

今後も持っている能力を十分に発揮できる

ことを目指した学習の機会を市民に提供す

る。

◆幅広い分野への女性の社会参

画を図るため、女性人材バンクの

活用を促進し、多様な人材の確保

に努めます。

まなび創造館 ・各課からの審議会委員等の選任の依頼を受け、女性人材バンク登録者から推

薦をしている。また、さまざまな分野において活躍している人材を女性人材バンク

に登録するよう努めた。

平成２３年４月１日現在

女性人材バンク：７２名登録（内延べ４４名審議会委員）

こまきみらい塾卒業生等へ女性人材バン

クの登録を依頼するとともに、積極的な活

用を推進する。

平成２４年７月１日現在

女性人材バンク：７８名登録（内延べ５６名

審議会委員）

人材バンクへの登録推進を図り、登録者の

活用を促進するよう所管課に働きかける。

◆女性のキャリアアップ研修の実

施等により、女性職員の管理職へ

の登用を促進します。

人事課 人事評価制度に基づいて、職員の能力及び業績の結果を昇任・指導育成等に活

用した。

職員に理解されやすい人事評価制度とな

るように、引き続きマニュアルの改訂、制

度の周知等を積極的に行っていく。

また、自主研修講座や資格取得支援等の

各種研修制度の充実に努め、職員が自

発的にキャリアアップできる環境の醸成を

進める。

職員の能力・実績に基づく人事管理を行う

ために、人事評価システムを活用し、構成で

客観的な評価を行い、個々の職員の持つ能

力を最大限に発揮させる。

◆管理職に女性を積極的に登用する

よう、関係機関と連携して企業等を対

象に啓発活動を行います。

商工観光課 「男女雇用機会均等法のあらまし」の窓口配布の継続、男女雇用機会均等月間

実施のポスター掲示により周知に努めた。

引き続き「男女雇用機会均等法のあらま

し」の窓口配布を行う。

周知活動を継続する。

◆育児・介護休暇の普及・定着を図

るため、市の男性職員による率先

した休暇の取得を促進します。

人事課 小牧市特定事業主行動計画に基づき、各種施策を実施した。

・諸制度の周知徹底

　（チラシ：これから出産する予定の職員の皆さんへ）

・新規採用職員研修において、育児・介護に係る勤務条件上の諸制度を説明

小牧市特定事業主行動計画に基づき、

育児・介護休暇等の勤務条件に関する制

度周知を進める。

小牧市特定事業主行動計画に基づき、時

代に即した次世代育成支援策の充実を図

る。

各種の育児・介護休暇等の制度周知及び

普及のための取組みを積極的に行い、また

今後の制度設計について検討を進める。

◆労働時間の短縮とともに、育児・

介護休暇を取得しやすい職場環境

づくりについて、企業等に働きかけ

ます。

商工観光課 ・県主催のワーク・ライフ・バランスセミナー（１０月１３日開催：演題『労働時間制度

－適切な労働管理と実務対応について－』）について市広報掲載と資料配布を

実施した。

・ワーク・ライフ・バランス啓発冊子･リーフレットの窓口配布を実施した。

・「企業内子育て支援セミナー」の開催について市ＨＰへの掲載と資料配布を実施

した。

・両立支援総合サイト「両立支援のひろば」の開設に伴うリーフレット配布を実施し

た。

・育児・介護休業法の全面施行に向けパンフレットの配布、市広報への掲載で周

知に努めた。

引き続き、セミナーの支援や市の広報及

びＨＰを通じての周知を行う。

周知活動を継続する。

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向
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生涯学習課 ・こども自然体験活動事業

「親子でじゃがいもづくり」（３月～６月に７７家族参加）

・親子で参加できる自然体験活動事業を

実施する。

「親子でじゃがいもづくり」「親子さつまいも

ほり」「親子アウトドア教室」「自然体験学

習講座」

・こども自

然体験活

動事業：

4,081

親子等男性も参加できる機会を推進する。

まなび創造館 ◆料理講座「パパといっしょ☆かんたんクッキング！」（5組10名受講）

・女性と男性がともに料理を作ることにより男女共同参画を推進するきっかけとして

開催した。

・引き続き親子、夫婦、男性が参加できる

講座を開催し、男女共同参画に対する意

識の高揚を図る。

講座開催

事業：415

親子ふれあいの場（料理講座など）を通して

男性の育児参加の機会を提供し、家庭にお

ける男女共同参画意識の高揚に努める。

◆男女共同参画を推進する男性を

育成する学習機会の充実や啓発の

強化に努めます。

まなび創造館 ◆料理講座「男の料理～今日から料理1年生～」

（男性２０名受講）

・男性を対象に「男の料理～今日からエ

プロン一年生」を開催。定員２０名のとこ

ろ、２０名の応募があった。男性も参加し

やすい講座を開催するなど学習機会の充

実を図る。

講座開催

事業：415

女性と男性の意識改革につながる学習の機

会を提供し、男性も参加しやすい環境づくり

に努める。

生涯学習課 地域３あい事業を市内７５地区で実施し、まなびあいやふれあいの活動を通じたさ

さえあいの地域づくりを推進した。

引き続き、まなびあいやふれあいの活動

を通じたささえあいの地域づくりを推進す

る。

14410 地域力の向上につながる適切な支援を推進

する。

消防総務課 ①、地区の防災訓練実施、水防・防災訓練への地区住民等の参加

②少年・婦人消防クラブ活動事業（消防フェアへの参加、商店街での防火広報の

実施（２回）、少年消防クラブ員の愛知県消防学校への一日入校、婦人消防クラ

ブ員の視察研修会の実施

２３年度と同等の事業内容 9,020

1,253

地域での自助、共助能力向上と防災意識の

高揚を図るため事業を継続していく。

福祉課

社会福祉協

議会

・昨年度に引き続き、在宅福祉事業、ボランティア活動推進事業、外出支援、点

訳、要約筆記、手話等の参加促進を支援した。

・在宅福祉事業、ボランティア活動推進事

業を引き続き支援する。

・地域福祉活動の仕組みづくりに向け、モ

デル的な活動を実施する。

9,000 東日本大震災が起こったことにより、住民の

防災や地域福祉の意識が高まっており、地

域における福祉力をさらに高め、ボランティ

ア活動への参加意欲の高揚を促し、様々な

学習の機会を提供する中で、個々のネット

ワーク化の支援の充実を図る。

◆地域活動等の方針決定の場に

女性が参画できるよう、女性の役員

登用を積極的に行うよう働きかけま

す。

まなび創造館 全区長に対し、男女共同参画普及員の配置を依頼し、地域における男女共同参

画社会の推進に努めた。

Ｈ23年度：29区52名を配置（内女性28名）

H23年度区長委嘱状交付式で男女共同

参画普及員について説明するとともに普

及員に関する資料を配布し、普及員のさ

らなる拡大と充実に努める。

また、普及員に対する説明会及び研修会

を開催する。

Ｈ24年度：25区45名を配置（内女性28名）

5/26　普及員説明会開催（21名参加）

「普及員だより」を活用し、普及員の活動の

周知及び普及員の配置区の拡大と充実に

努める。

◆自治会活動の実態を把握しながら、

役員等への女性の登用を働きかけると

ともに、地域社会における慣習やしき

たりの見直しを啓発します。

協働推進課 自治会活動の実態を把握しながら、役員等への女性の登用について、地区会長

会において協議し、各地区会の中で働きかけをするよう依頼した。地域の実情も

あり女性の区長登用率は伸びないが、役員には積極的に登用されていると報告さ

れている。

Ｈ２３：女性区長３名（１２８区中）

継続して女性の登用を働きかける。

H２４：女性区長６名（１２９区中）

今後も継続して女性の登用を働きかける。
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◆子どもから高齢者まで、男女がと

もにボランティア活動などの地域活

動に参加できる環境づくりに努めま

す。
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予算額予算額予算額予算額
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子育て支援課 子育て支援サークルの育成・支援を行った。

サークル数　25団体

サークル支援延べ参加者数　2017人

引き続き、子育て支援サークルの育成・支

援を行う。

サークルの支援だけでなく、将来的には

サークルがサークル活動室の運営まででき

るよう支援を行う。

また、H２５年１月に開館予定の味岡児童館

内にサークル活動室を整備し、味岡地区の

子育て支援の拠点とする。

図書館 図書館読み聞かせボランティアの技術向上と情報交換の活性化を目指した

講座および催しを開催した。

図書館講座実施回数：8回 / 参加人数：232人

催し実施回数：33回 / 参加人数：1659人

図書館読み聞かせボランティアの技術向

上と情報交換の活性化を目指した講座お

よび催しを開催する。

図書館講座実施予定回数：12回

300 引き続きボランティア活動の活性化と

連携強化を目指し、情報交換できる場を提

供する。

生涯学習課 ・青年の家フェスティバルを開催し、青年の家講座終了後に発足したサークル活

動の成果発表の場を提供し、団体間の交流を図った。

・こまなびフェスティバル（1月28日・29日）を開催し、市民講座を修了した団体と

ジュニアセミナーの団体（計50団体）などが参加し、作品展示や体験講座、舞台発

表を行った。

・こまなびフェスティバルの参加団体を増

やし、参加団体相互で情報交換を行い、

団体活動の活性化を図る。

参加団体によるフェスティバルの自主的な

運営を促し、支援する。

まなび創造館 ◆ウィメンズネットこまき加入団体（１９団体　１,７０３名登録）

女性団体相互の交流と情報交換を通じ、個々の女性団体の活性化を図り、男女

共同参画社会の実現を目指すため結成されたネットワークで、女性の社会的地位

の向上を図るとともに、男女共同参画の推進に努めた。

①男女共同参画フォーラムｉｎこまきの開催（６月１９日　２９９名参加＞

②ワイワイっとまつりの開催（２月１９日　延べ７２３名参加）

③他市の女性団体ネットワークとの交流（１１月１１日　１９名参加）

④他の行事への参加・交流（ＮＷＥＣフォーラムに参加、「新しい公」による地域活

性化推進事業参加）

⑤Ｗｉｎｄ発行１６号（９月２１日）、１７号（２月１９日）

⑥グループ企画研修

・託児の会「しゃぼんだま」（７月１３日　３２名参加）

・コープあいち小牧ネット（９月１４日　４５名参加）

・尾張岳風会桃花台支部（１０月１日　２３名参加）

・名古屋友の会小牧最寄（１１月９日　１６名参加）

・アレルギーっ子のつどいクリスマスローズ（３月１９日　１１名参加）

⑦ウィメンズネットこまき研修会

　・まなび創造館長と語る会（３月７日　１８人）

⑧ＰＣサロン（年２０回　延べ２９６名受講）

⑨国・県の支援事業

・ウィメンズネットこまき

　内閣府男女共同参画局「地域における男女共同参画促進を支援するためのア

ドバイザー派遣事業」

　講師：古田　睦美　１２月５日　４２名参加

・「はじめの一歩」男女共同参画おたすけ隊

　内閣府男女共同参画局「地域における男女共同参画促進を支援するためのア

ドバイザー派遣事業」

　講師：瀧村　雅晴　１１月３０日　３５名参加

今年は設立から１０年目を迎えるにあた

り、１０周年記念事業を開催予定。引き続

き、ウィメンズネットこまきの充実を図る。

ウィメンズネットこまきを基盤に小牧市内の

女性団体・グループ相互の交流を促進す

るとともに活動の活性化を図り、さらなる

ネットワークの構築に努める。

・１０周年記念事業（１０月予定）

・男女共同参画フォーラムｉｎこまき（１０月

予定）

・ワイワイっとまつり（１０月開催予定）

・他市交流会予定

・他市女性団体を視察予定

・研修会予定

・情報誌「Wind」発行予定

・１０周年記念誌発行予定

女性活動

推進事

業：1,000

女性団体の活動の円滑化と充実を図り、女

性団体の支援を引き続き行なう。

ウィメンズネットこまきを中心として、市内の

女性団体・グループの交流を促進し、相互

の連携意識の高揚を図る。

生活交流課 【西部・南部コミュニティセンター運営協議会】

一部の役員に役割が偏らないような運営を支援する。また、性別に偏らない業務

分担をするよう指導している。

継続して女性の登用を働きかける。 西部：200

南部：200

今後も継続して女性の登用を働きかける。
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◆団体・グループ相互の交流や情
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活動の活性化を図るよう支援しま

す。
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小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》

目標目標目標目標 課課課課題題題題 所管課所管課所管課所管課 ２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績 ２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要

予算額予算額予算額予算額

（千円）（千円）（千円）（千円）

今後の考え方今後の考え方今後の考え方今後の考え方施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向

◆男女雇用機会均等法、労働基準法など

の趣旨の周知を図り、適切な運用を働きか

け、募集、採用、賃金、昇進等における男

女平等の実現をめざします。

商工観光課 「男女雇用機会均等法のあらまし」の窓口配布の継続、男女雇用機会均等月間

実施のポスター掲示により周知に努めた。

引き続き「男女雇用機会均等法のあらま

し」の窓口配布を行う。

周知活動を継続する。

◆パートタイマーや派遣労働者の就労条件

向上のため、パートタイム労働法や労働者

派遣法などの周知を図り、多様な形で就労

できる環境づくりに努めます。

商工観光課 「パートタイム労働法のあらまし」、「パートタイム労働法の概要」の窓口配布を継続

した。

引き続き、資料の配布を通じて周知を行

う。

周知活動を継続する。

◆農業者の経済的自立や老後の生活

の安定を確保するため、家族経営協定

の締結や、農業者年金への加入を促し

ます。

農政課 家族経営協定については、平成23年度中に１家族新たな締結があり、現在小牧

市内で６家族が締結している。

家族経営協定及び農業者年金加入につ

いて、パンフレットやチラシを窓口配布し、

普及啓発に努める。協定締結希望者家族

があれば、県と協力しながら締結のサ

ポートを行う。

家族経営協定締結希望農家への締結支援

を行い、また農業者年金の加入を推進して

いく。

◆自営業等で働く女性が、仕事と家事との

区別がなく働き続けることがないように、労

働条件や待遇等の明確化を図るため、家

内労働法の周知などに努めます。

商工観光課 ・家内労働旬間実施について市広報へ掲載し周知に努めた。

・「家内労働のしおり」を関係機関へ配布し周知に努めた。

引き続き、資料の配布を通じて周知を行

う。

周知活動を継続する。

◆子育てをしながら働く男女を支援

するため、延長保育、０歳児保育、

障害児保育、病後児保育、児童ク

ラブ、ファミリー・サポート・センター

事業などのサービスの充実に努め

ます。

子育て支援課 ・保育サービスの充実

延長保育　19園（18園は7:30～18:30、1園(村中)は7:00～19:00）

０歳児保育　8園（うち7園は生後3ヶ月目から、1園は57日目から）

　※平成23年度より三ツ渕北保育園で新たに０歳児保育を開始

休日保育　1園（村中）

障がい児保育　19園　44人(H24.3月末）

病児保育　1ヶ所（はやしこどもクリニック内　ポケットクラブ）

緊急一時保育　19園（うち村中は育児疲れのリフレッシュの事由での受入可）

子育て支援拠点事業

　・センター型　１ヶ所（中央）

　・ひろば型　7ヶ所

ファミリー・サポート・センター　１ヶ所

ファミサポ：依頼会員529人、援助会員183人、両方会員126人

活動回数合計2,126回

・保育サービスの充実

延長保育　19園（従来の村中に加え、味

岡、大山、小木、大城で新たに7:00～

19:00へ拡大）

０歳児保育　8園（うち7園は生後3ヶ月目

から、1園は57日目から）

※　H24年7月より、小木保育園で新たに

生後3ヶ月目から保育開始

休日保育　1園（村中）

病児保育　1ヶ所

障がい児保育　19園

一時保育　19園（うち村中は育児疲れのリ

フレッシュの事由での受入可）

子育て支援拠点事業

　・センター型　１ヶ所（中央）

　・ひろば型　7ヶ所

ファミリー・サポート・センター１ヶ所（中央）

児童クラブ運営時間の延長（平日　終了

時間を午後6時30分までに。開始時間を7

時30分からに。）

保育園管

理費

2,387,851

子育て支

援セン

ター事業

21,635

ファミリー・

サポート・

センター

事業

9186

・味岡、第三を始めとする保育園の民営化を

推進し、保育サービスの充実を図る。

　H25年4月～　味岡保育園の指定管理者

制度移行に伴う休日保育、０歳児保育の実

施

子育て支援拠点事業

　・センター型　１ヶ所（中央）

　・ひろば型　7ヶ所

ファミリー・サポート・センター　１ヶ所

◆保育サービスの受け入れ体制を充

実し、待機児童の解消を図り、子育て

を支援する環境を整備します。

子育て支援課 ・味岡保育園の新園舎設計（平成25年度供用開始予定）

　新園舎では定員10名拡大予定

・小木保育園の新園舎設計、工事実施（平成24年7月供用開始予定）

　新園舎では定員20名拡大予定

現在の定員　2,510人（19園）

小木保育園の園舎建替えに伴い、7月より

定員を20名拡大する。

平成24年7月以降　定員2,530人（19園）

保育園管

理費

2,387,851

・味岡保育園の建替えその他既存園舎の改

修により、乳幼児定員の拡大を図り、待機児

童解消に努める。

◆必要に応じた利用ができるよう、

保育サービス・介護サービスなどの

周知を進めるとともに、サービスの

質の向上を図ることで、安心して利

用できる環境づくりに努めます。

長寿介護課 広報への特集記事、ホームページの内容充実、介護展の合同開催等により介護

保険制度の周知、介護サービスの情報提供に努めた。また、介護サービス事業者

に対しサービス相互の連携や推進等を図るとともに、介護支援専門員や介護職員

の現任研修、介護相談員による事業所訪問などにより、介護サービスの質の向上

を図ることができた。

・サービス事業者振興事業

・介護支援専門員支援事業

・介護職員支援事業

・介護相談員派遣事業

3,000

809

945

4,370

引き続き広報、ホームページの活用、介護

展の開催により、介護予防に重点を置いた

介護保険制度と介護サービスの理解の促進

と情報提供に努めていく。また、介護サービ

ス事業者の質の向上を図る施策を実施し、

安心して介護サービスが利用できる環境づ

くりに努める。
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小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》

目標目標目標目標 課課課課題題題題 所管課所管課所管課所管課 ２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績 ２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要

予算額予算額予算額予算額

（千円）（千円）（千円）（千円）

今後の考え方今後の考え方今後の考え方今後の考え方施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向

◆仕事と家庭の両立を支援している

ファミリーフレンドリー企業の顕彰や、

男女共同参画に関する企業の取組状

況等の調査及び、その情報提供などを

通じて、企業の取組を促します。

商工観光課 ・ファミリーフレンド企業の登録制度に関する周知活動（パンフレット配布・市ＨＰ掲

載）を継続して行った。

・県主催のワーク・ライフ・バランスセミナー（１０月１3日開催：演題『育児・介護休業

法と仕事と家庭に関する各種助成金について』）について、市広報掲載と資料配

布を実施した。

・「あいち仕事と生活の調和行動計画」の資料配布を実施した。

引き続き、資料の配布を通じて周知を行

う。

周知活動を継続する。

子育て支援課 ・企画編集の段階から市民ボランティアの参加を募り、市民の立場にたった子育

て支援ガイドブックの作成を行なった。

・広報へ児童館、子育て支援センター、ファミリー・サポート・センターの記事を随

時掲載し、周知を図った。

・児童館の案内、パンフレット、子育て支援情報誌を発行した。

・児童館、子育て支援センターのホームページを整備した。

・就学児検診の際に児童クラブ事業の周知を図り広報にも掲載した。

・子育て支援ガイドブックを「こんにちは赤

ちゃん訪問」で配布する。

・市広報掲載：児童館の催し、ファミリー・

サポート・センター事業を随時掲載。

・児童館の案内パンフレットの発行。

・ホームページの充実。

・児童クラブ運営時間延長の周知に努め

る。

今後も引続き幅広い周知に努める。

商工観光課 ・マザーズハローワークについてパンフレット設置や市ＨＰでの掲載を継続して実

施した。

・「事業所内法区施設先進事例集」の資料配布を実施した。

引き続き、資料の配布を通じて周知を行

う。

周知活動を継続する。

◆市がめざす男女共同参画社会の

イメージを周知し、普及させるた

め、広報、ホームページ、手引き書

など、様々な手段による啓発活動

を強化します。

まなび創造館 男女共同参画週間（6月23日～29日）にあわせ、男女共同参画社会の周知と啓発

活動のためパネル展を開催した。

・男女共同参画パネル展

　味岡市民センター（6月11日～19日）

　まなび創造館（6月22日～29日）

男女共同参画推進事業

・男女共同参画パネル展

　東部市民センター（6月8日～15日）

　北里市民センター（6月15日～22日）

　まなび創造館(6月23日～25日）

　味岡市民センター（6月26日～28日）

男女共同参画普及員からの「普及員だより」

をホームページに掲載し、周知を図る。

定期的にパネル展も実施する。

広報「こまき」や「女性センターだより」なども

活用し、男女共同参画について広く周知で

きるよう努める。

◆男女共同参画フォーラムやシン

ポジウムなど、市民参加による啓

発事業等の充実を図り、市民の男

女共同参画意識の高揚を図りま

す。

まなび創造館 ◆第９回男女共同参画フォーラムinこまき

　　６月１９日（２９９名参加）

　第１部：式典・表彰

　「はじめ一歩」男女共同参画おたすけ隊による出前講座

　第２部：講演会

　講師：池内　ひろ美　「～今こそ家族の絆を結びなおそう～」

◆男女共同参画週間名画鑑賞会

　「ゲゲゲの女房」<６月２６日　５６１名参加>

◆あいち国際女性映画祭２０１１

　「牛と一緒に7泊８日」<９月１１日　３０６名参加>

◆国際女性デー名画鑑賞会

　「八日目の蝉」<Ｈ２４年３月４日　６０１名参加>

◆「はじめの一歩」男女共同参画おたすけ隊による出前講座

　９月９日：味岡ゆうゆう学級

　９月２０日：南岩崎3あい事業

　Ｈ２３年２月９日：公民館ゆうゆう学級

こまきみらい塾入塾式・公開講座「父親を

楽しもう♪みんなのハッピーバランス」（講

師：安藤　哲也　１０８名参加）を開催し

た。

・男女共同参画週間名画鑑賞会

「ツレがうつになりまして。」<６月２４日５１６

名参加>

・男女共同参画フォーラムｉｎこまき（１０月

予定）

女性活動

推進事

業：2200

男女共同参画フォーラムiｎこまきや公開講

座等を継続的に実施し、男女共同参画を推

進するため啓発活動に努める。

◆男女共同参画に関する市民の意

識を把握するため、実態調査を継

続的に実施します。

まなび創造館 「普及員だより」をホームページに掲載し、男女共同参画に対する意識の高揚を

図る。

男女共同参画普及員説明会：5月29日開催（27名参加）

男女共同参画普及員研修会：9月10日開催（12名参加）

「普及員だより」をホームページに掲載し、

男女共同参画に対する意識の高揚を図

る。

男女共同参画普及員説明会：5月26日開

催（21名参加）

引き続き男女共同参画普及員に対し、意識

の高揚と普及を図るため、情報提供や研修

会などを実施する。

◆従来、性別による固定的な役割

意識が強かった分野で、そうした意

識にとらわれず活躍する個人や団

体の具体的事例を発掘し、その情

報を提供します。

まなび創造館 ◆平成２３年度 表彰者なし。

◆平成２２年度男女共同参画推進活動者の表彰

男女共同参画社会及び高齢化社会に対応して、男女がともに元気でいきいきと

人生を寄り豊かに過ごすために、様々な学習を通じて世代を超えた仲間づくりや

相互親睦を図り、愛知県知事より表彰された。

・元気にくらそう会

男性料理グループ「クッキングパパ」が、

料理を通じて男性の家庭における家事参

加、家庭のコミュニケーションづくりを目的

に、男性や地域の子どもたちを対象とした

出前講座を行ない、長期にわたり地元の

食材による地産地消を広め、地域活動に

貢献するとともに、男女共同参画の推進

を図っていることが高く評価され愛知県知

事より表彰を受けた。その一人は、調理師

免許を取得し、平成２３年度開催の「男の

料理～今日から料理一年生」の講師とし

て起用し人材発掘に努めた。

性別や固定観念にとらわれず、活躍する個

人や団体の発掘に努め、情報提供をしてい

く。
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②情報提供

の充実

◆働く女性や働きたい女性への子

育て支援や経済的支援策の情報を

提供する体制を整備します。
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①啓発活動

の充実強化

②男女共同

参画に関す

る調査研究

と情報提供

の充実
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小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》

目標目標目標目標 課課課課題題題題 所管課所管課所管課所管課 ２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績 ２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要

予算額予算額予算額予算額

（千円）（千円）（千円）（千円）

今後の考え方今後の考え方今後の考え方今後の考え方施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向

学校教育課 本人、保護者の希望・適正を第一に考えた進路指導を実践した。 本人、保護者の希望・適正を第一に考え

た進路指導を実践する。

性別にとらわれることなく、本人、保護者の

希望・適正を第一に考えた、進路選択がで

きるような進路指導の充実を図る。

まなび創造館 　・男女共同参画を理解し、推進していくための子ども用副読本の「はばたけ未来

へ」（冊子）を、Ｈ２３年度に新小学5年生になる児童へ配布した。

学校教育の中で活用し、児童・生徒が性

別にとらわれることなく、平等に教育を受

け、進路選択ができるよう推進する。

引き続き、「はばたけ未来へ」の活用し、学

校における平等教育の推進に努める。

◆男女がそれぞれの性の特徴を学び、互

いに相手の人格を尊重し、理解しあって生

きる態度を育てる「性に関する指導」の充実

を図ります。

学校教育課 「生と性に関する指導」のカリキュラムの小中学校での実施方法につい

て、校長会等への協力を依頼、授業実践した。

「生と性のカリキュラム」に基づく授

業実践を推進する。

カリキュラムの活用を進める。

指導に必要な資料の収集を進める。

◆子育てへの関心や、将来、親となる者と

しての意識の啓発を図るため、乳幼児とふ

れあう体験学習機会の充実に努めます。

学校教育課 キャリア教育の中で、幼稚園・保育園での体験学習を実施した。 引き続き幼稚園・保育園での体験学習を

推進する。

園児と児童生徒とのふれあい体験の実践を

進める。

◆市民が、生涯学習を通じて、男女

共同参画について学習できるよう、

学習機会や学習内容の充実を図り

ます。

まなび創造館 ◆小牧市民大学こまきみらい塾

・入塾式

　「ダニエルのすごくあたりまえの男女共同参画」　講師:ダニエル・カール

　（５月１４日　３１０名参加）

・公開講座

  「能とからくりの世界～和楽器の魅力～」　講師：玉野　宮夫　他

　（１１月２７日　２４８名参加）

・修了式

　「男女共同参画社会実現の先に～ニュースの現場から考える～」

　講師：松尾　秀哉　（３月１７日　２２３名参加）

・専門課程：男女共同参画を進めるために～模擬プランを作ってみよう

　（８名受講）

◆小牧市民大学こまきみらい塾

・入塾式

　「父親を楽しもう♪みんなのハッピーバラ

ンス」講師：安藤　哲也（５月１２日　１０８名

参加）

・修了式（Ｈ２５年３月開催予定）

小牧市民

大学こまき

みらい塾

運営事

業：5,061

引き続き、男性・女性が男女共同参画につ

いて学習することができ、意識改革につなが

るような講座の充実に努める。

◆男女の参加意欲を高めるような、

参加体験型プログラムを取り入れ

るなど、学習への参加を促します。

まなび創造館 ◆文化教養講座

・「エッセーや自分史を書いてみよう」（１５名受講）

・「自分流！切り絵同好会（１６名受講）

◆料理講座

・男の料理～今日から料理一年生～」（２０名受講）

・体にやさしい簡単料理」（２０名受講）

・パパといっしょ☆かんたんクッキング！」（１０名受講）

◆パソコン講座

・役立つパソコン活用術」（１８名受講）

・くらしを楽しむパソコン（２０名受講）

・レッツトライ！！エクセル」（２０名受講）

文化教養講座２講座、料理講座３講座、

パソコン講座２講座など開催予定。

講座開催

事業：415

引き続き、男性・女性が性別にとらわれること

なく参加できるような講座プログラムの充実

に努める。

◆乳幼児健診時の相談、指導を通

じて、親が家庭において子どもの個

性を尊重した教育が実践できるよう

支援します。

保健センター ４か月児健診48回：1,475人

１歳６か月児健診36回：1,353人

３歳児健診36回：1,323人

２歳３か月歯科健診24回：1,241人

４か月児健診未受診者に対して、電話・訪問等で受診勧奨

23年度と同様に、乳幼児健診時の相談、

指導を通じて、親が家庭において子ども

の個性を尊重した教育が実践できるよう

支援する。

20,528 引き続き、乳幼児健診時の相談、指導を通

じて、親が家庭において子どもの個性を尊

重した教育が実践できるよう支援する。

危機管理課 地域住民に対し防災意識向上、啓発を行った。 啓発活動に関して引き続き支援する。 啓発活動に関して引き続き支援する。

生涯学習課 ・こまなびフェスティバル（生涯学習団体等が企画運営）開催の折に男女が共に参

画するよう啓発した。

・市民講座を修了した男女に生涯学習団

体として、積極的に活動するよう支援す

る。

参加団体によるフェスティバルの自主的な

運営を促し、支援する。

まなび創造館 ◆ウィメンズネット

女性団体で構成されるウィメンズネットこまきが主催する第９回ワイワイっとまつりに

おいて、女性活動の推進を図った。

（２月１９日開催　延べ７２３名参加）

◆女性の会

女性活動の推進及び団体活動の育成に努め、女性の地位向上と地域社会の健

全な発展に寄与することを目的とし、男女共同参画を推進するとともに、青少年健

全育成及び環境問題等市民生活の向上に努め、地域の活性化を図った。

①青少年健全育成

②菜の花フェスティバル

③廃食油石鹸づくり出前講座、キャンドル作り

④菜種油搾り、ドーナツ作り

⑤マイバック出前講座

⑥赤十字奉仕団の活動　等

引き続き、ボランティア活動や学習活動な

どで男女がその活動に積極的に参加でき

るよう啓発し支援する。女性活動の推進を

図るとともに固定的な役割分担意識にとら

われず男性のみで構成された料理グルー

プ「クッキングパパ」「おとこ組」も参加し、

男女共同参画を推進するための体制づく

りに務める。

啓発活動に関して引き続き支援する。
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①学校にお

ける平等教

育の推進

◆学校教育におけるジェンダーを

見直し、児童・生徒一人ひとりが、

性別にとらわれることなく、個性や

能力に応じた進路選択ができるよう

な進路指導の充実を図ります。

②男女共同

参画に関す

る学習機会

の充実

◆ボランティアグループや社会教育

関係団体等の学習活動に、男女が

積極的に参加できるよう啓発しま

す。
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小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》

目標目標目標目標 課課課課題題題題 所管課所管課所管課所管課 ２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績 ２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要

予算額予算額予算額予算額

（千円）（千円）（千円）（千円）

今後の考え方今後の考え方今後の考え方今後の考え方施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向

◆要支援・要介護高齢者や障害者

が、必要なサービスを活用して自立

した生活ができるよう、在宅や施設

サービスの提供体制を確保します。

長寿介護課 ・利用者のサービス受給実績に対し審査を経て適正な支出を行うことにより、介護

保険給付費等の円滑な執行ができた。

給付事業

・居宅介護サービス給付事業

・地域密着型介護サービス給付事業

・施設介護サービス給付事業

・居宅介護福祉用具購入事業

・居宅介護住宅改修事業

・居宅介護サービス計画給付事業

・介護報酬審査支払事業

・高額介護サービス事業

・高額医療合算介護サービス事業

・特定入所者介護サービス事業

5,371,168

2,743,360

285,843

1,740,523

11,134

32,966

247,758

5,399

74,396

11,642

218,147

・在宅生活継続のために、介護予防と地域

サービスを重視し、引き続き適切な執行の

推進を図る。

福祉課 ･障害者（児)福祉事業

障害者自立支援法に基づき、障がい者等が自立した日常生活又は社会生活を営

むことができるよう支援できた。

･障害者（児）福祉事業

障害者自立支援法及び児童福祉法に基

づき、障がい者等が自立した日常生活又

は社会生活を送ることができるよう福祉

サービスの提供を行い、障がい者等への

支援の充実を図る。

・障害保健福祉に関する制度・仕組みが変

化していくなか、障がい者が不安を感じるこ

となくサービスの提供を行い、さらなる支援

の充実を図る。

長寿介護課 ・介護サービス事業者に対しサービス相互の連携や推進等を図るとともに、介護

支援専門員や介護職員の現任研修、介護相談員による事業所訪問などにより

サービスの質の向上を図ることができた。また、4箇所の地域包括支援センターと

の連携のもと、要支援者の介護給付をはじめ高齢者の支援を適切に行うことがで

きた。

・地域の民生委員等と連携し、ひとり暮らし高齢者等の把握に努めるとともに、自

立した生活の継続を支援する高齢者福祉サービス等の利用促進を行った。

・高齢者の就労の場、生きがいや仲間づくり等のために生きがい活動施設の設

置・運営を行った。

・サービス事業者振興事業

・介護支援専門員支援事業

・介護職員支援事業

・介護相談員派遣事業

・地域包括支援センター運営事業

・高齢者虐待防止事業

○高齢者福祉事業

・高齢者生活支援事業

・家族等介護者支援事業

・老人保護措置事業

・緊急通報体制等整備事業

・高齢者世話付住宅援助員派遣事業等

○高齢者能力活用事業

・高齢者能力活用推進事業

・高齢者生きがい活動施設管理事業

3,000

809

945

4,370

107,400

375

157,016

59,946

・介護事業者のサービスの質を向上させる

施策を行うことにより利用者のサービス受給

の支援を行う。また、地域包括支援センター

を核として虚弱高齢者の在宅支援の強化、

高齢者虐待への対応等を図るとともに、認

知症高齢者が安心して暮らせるよう認知症

サポーターを養成する。

・高齢者が必要な居宅及び施設サービスを

活用して、自立した生活ができるようさらなる

サービス提供体制の確保、施設整備を図

る。

・ひとり暮らし高齢者等を支援することによ

り、住み慣れた居宅で安心して生活ができる

ようさらなる継続的な生活の自立を支援す

る。

・高齢者の就労の場の確保により、収入の

確保や生きがいづくり、仲間づくりを促進す

ることにより、生活の自立を支援する。

長寿介護課 ・９月の老人週間、敬老の日にあわせて敬老会、ひとり暮らし高齢者交流会等敬

老事業を行った。

・老人福祉センターを60歳以上の方に利用いただき、また、健康づくり教室等を開

催した。

・寿学園を開催し、１０回の定例会と遠足を１回行った。

・敬老会等運営事業

・老人福祉施設管理事業

・寿学園運営事業

29,672

119,417

9,114

・寿学園や敬老会への参加、老人福祉セン

ター利用により、高齢者の教養や知識の向

上を図るとともに、閉じこもりを防止し、仲間

づくりを促進する。

生涯学習課 公民館で、６０歳以上の方を対象に「ゆうゆう学級（高齢者学級）」を開催した。 引き続き、６０歳以上の方を対象に「ゆうゆ

う学級（高齢者学級）」を開催し、生涯学

習活動に参加する高齢者を増やす。

453 多くの高齢者が生涯学習活動に参加し、い

きいきと生活をおくることができるよう機会の

提供等を推進する。

味岡市民セン

ター

60歳以上の方を対象に『ゆうゆう学級』を年間を通じて 20回/2H 開催した。

受講者数：４２名（定員５０名）

引き続き開催する。 165 今後も継続する。

北里市民セン

ター

北里ゆうゆう・つつじ合同学級を開催

・講座開催数：全２０回　　・受講者数：４９名

引き続き「ゆうゆう・つつじ合同学級」を開

催する。

155 今後も現在の事業を継続する。

東部市民セン

ター

６０歳以上の方を対象に「ゆうゆう学級」を開催（全２０回：５０名受講） 引き続き「ゆうゆう学級」を開催する。 326 今後も現在の事業を継続する。

◆高齢者や障害者等に配慮した人

にやさしいまちづくりを進めます。

福祉課 ・人にやさしい街づくり推進事業

・障害者計画等推進事業

策定計画に基づき、事業を推進した。

　・福祉ガイドマップを作成した。

　・事業所一覧を作成した。

　・相談支援員を配置した。

・障害者計画等推進事業

策定計画に基づき、事業を推進する。

引き続き相談支援員を配置する。

・地域の中で普通の暮らしができる社会にと

いうノーマライゼーション社会の実現をめざ

す。
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①高齢者や

障害者の自

立のための

支援

◆高齢者や障害者が、介護保険制

度や支援費制度によるサービスを

円滑に利用できるような環境づくり

に努め、高齢者や障害者の生活の

自立を支援します。

◆生涯学習を通じて、高齢者一人

ひとりが健康で明るく豊かに生きて

いくために、互いの人生を語り合え

るよき友や、仲間づくりを支援しま

す。
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小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》

目標目標目標目標 課課課課題題題題 所管課所管課所管課所管課 ２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績 ２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要

予算額予算額予算額予算額

（千円）（千円）（千円）（千円）

今後の考え方今後の考え方今後の考え方今後の考え方施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向

◆ひとり親家庭の親子が、絆を深

め、心身の健康増進ができるよう支

援します。

子育て支援課 小牧市母子寡婦福祉協議会の事務局として、イベント実施への支援を行った。

・総会、入進学児童を祝う会の開催など。

引き続き、協議会を通じての支援に努め

る。

ひとり親家

庭支援一

般事務事

業　690

引き続き、協議会を通じての支援に努める。

子育て支援課 ・家庭児童相談件数（月～金開催）６４０件

・母子相談件数　1007件

ふれあいセンター（毎週月曜・第１以外の水曜）　３３１件

子育て支援課　５４６件

引き続き、相談・支援に努める。 家庭児童

2,077

引き続き、相談・支援に努める。

まなび創造館 経済的に困難な状況にある女性のために「就労支援パソコン講座」を開催し、自

立のための手段となる機会を提供した。

・就労支援パソコン講座基本編（全６回）（女性１３名受講）

・就労支援パソコン講座応用編（全６回）（女性１９名受講）

引き続き就労支援のためのパソコン講座

を開催する。

・就労支援パソコン講座：２講座開催予定

引き続き、就労支援活動を行なうことにより、

安心して生活できる環境を整えるとともに、

自立した生活ができるよう支援する。

福祉課 ・地域福祉推進委員会

「小牧市地域福祉計画」に基づき事業を推進する。

前年度に引き続き、小牧市地域福祉計画策定委員会を開催し、第２次小牧市地

域福祉計画及び地域福祉活動計画を策定した。

小牧市地域福祉計画策定委員会におい

て策定した第2次計画に基づき事業を推

進する。

平成23年度に策定した第2次計画に基づ

き、地域福祉の推進を図る。

長寿介護課 ・各地域で活動する単位老人クラブに対し、指導者養成講座の開催、補助金の交

付等の支援を実施した。

・老人クラブ支援事業 7,881 ・若年高齢者の加入を促進し、地域福祉の

さらなる推進を図る。

保健センター 介護予防活動支援事業

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの人数

（実人数　101人、延べ人数1,199人）

参加者の人数

（実人数　89人、延べ人数1,027人）

引き続き介護予防に取り組む地域活動組

織を支援・育成する。

2329 介護予防に向けた取り組みをする団体を育

成・支援する。

生涯学習課 ・出前講座

　高齢者学級OB会や老人会からの依頼により、転倒防止や歴史についての講座

を多数開催した。（H23年度：133講座　延べ5541名）

・こまなびフェスティバルを実施し、参加者の自主的な運営に対して支援した。

・引き続き出前講座を開催する。

・引き続きこまなびフェスティバルを開催

する。

・現在の事業を継続するとともに、出前講座

については、市民サークル編、教師編の充

実に努め、高齢者が講師となる機会を提供

する。

◆ボランティア活動を促進し、地域

における支援の充実を図ります。

福祉課

社会福祉協

議会

・昨年度に引き続き在宅福祉事業、ボランティア活動推進事業を通して、ボラン

ティア・市民活動６項目の養成講座を実施し、ボランティア団体への活動を支援し

た。

・在宅福祉事業、ボランティア活動推進事

業を引き続き支援する。

・地域福祉活動の仕組みづくりに向け、モ

デル的な活動を実施する。

9,000 東日本大震災が起こったことにより、住民の

防災や地域福祉の意識が高まっており、地

域における福祉力をさらに高め、ボランティ

ア活動への参加意欲の高揚を促し、様々な

学習の機会を提供する中で、個々のネット

ワーク化の支援の充実を図る。

子育て支援課 ファミサポ：依頼会員529人、援助会員183人、両方会員126人

活動回数合計2,126回

子育て支援センター：自由来所13,665人、育児講座1,674人、育児相談358人、子

育てサークル1,151人

子育て広場（ラピオ）：利用者数89,534人、育児相談68人

子育て支援室を併設する味岡児童館の

建設を行う

子育て支援センター　1ヶ所（中央）

子育て支援室　6ヶ所（篠岡、北里、大城、

南、西部、小牧）

子育て広場　1ヶ所（ラピオ）

ファミリー・サポート・センター　1ヶ所（中

央）

子育て支

援セン

ター事業

21,635

ファミリー・

サポート・

センター

事業

9186

子育て支援室を併設した味岡児童館が平

成25年1月供用開始予定

まなび創造館 ◆託児の会「しゃぼんだま」

親子の成長を支援し、新しい地域社会の創造を目指すことを目的とし、まなび創

造館女性センター主催の講座及び催しの託児支援を行うとともに、託児活動を通

じて、子育ての日常を豊かにし、会員自らが｢幼児安全法」などの講座も企画し、

子育て支援環境の充実を図った。

みらい塾、文化教養講座、自主事業など

の託児支援に努め、就労支援パソコンや

女性のためのキャリアアップパソコンなど

託児要請の強い講座についての託児受

入の拡充を図る。子育てボランティアの次

世代育成と会員を増やすために託児ボラ

ンティア講座の企画・運営をする。

託児活動をさらに充実させ、会員研修及び

他市交流会を開催するとともに、託児経験

のない親子向けに託児デビュー講座を企画

するなど、子育て支援活動の充実を図る。
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②ひとり親家

庭の自立の

ための支援
◆家庭児童相談、ひとり親家庭相

談の充実、就労支援などを通じ、ひ

とり親家庭の自立を支援します。

③地域にお

ける支援の

充実

◆高齢者や障害者などの日常的な

生活課題を、地域でサポートしよう

とする意識づくりを進め、地域福祉

の推進を図ります。

◆ファミリーサポートセンター、子育

て支援センターなどの充実のほか、

子育てサークルの育成、子育てボ

ランティア等による子育て支援な

ど、地域における子育て支援環境

の充実を図ります。
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小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》

目標目標目標目標 課課課課題題題題 所管課所管課所管課所管課 ２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績 ２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要

予算額予算額予算額予算額

（千円）（千円）（千円）（千円）

今後の考え方今後の考え方今後の考え方今後の考え方施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向

◆健康相談・健康教育等を行うこと

で、市民の主体的な健康づくりを支

援し、健康寿命の延伸を図ります。

保健センター 健康教育　３２０回、延べ参加者　７７９９人

健康相談　２２４回、延べ参加者　２１９１人

機能訓練　　２４回、延べ参加者　　２４３人

平成２１年度に策定した健康こまきいきい

きプラン中間見直し計画の推進を図る。

21,914 引き続き、同計画の推進を継続実施する。

スポーツ推進課 ・親子ふれあい体操教室（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ期）各１０回９０組参加

・小牧市シルバースポーツ大学（１９回）４０名参加

・小牧市公認スポーツ指導員養成講座（８講座）２０名参加

・アクアビクスを含む水泳教室（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ期）17,920名参加

スポーツ振興事業及びスポーツ教室開催

事業を実施する。

1,020 継続実施し充実を図る。

まなび創造館 ・デーテニス（延べ673回　受講者：延べ5,842名）

・子どもバレエ教室（24回　75名受講）

・キッズHIPHOP教室（12回　33名受講）

・ちびっこサッカー（8回　34名受講）

・親子ビクス教室（18回　120名受講）

・おとなバレエ教室（12回　52名受講）

・親子わくわく体操教室（18回　94名受講）

・子育て応援ヨガ＆ピラティス教室（6回　20名受講）

・ゆっくり太極拳教室（6回　27名受講）

・キッズビクス教室（12回　32名受講）

・子育て応援エアロビクス教室（12回　41名受講）

・ジュニアHIPHOP教室（6回　13名受講）

・骨盤ビューティーダイエット教室（6回　30名受講）

・ボディメイキング教室（6回　30名受講）

・親子サッカー教室（6回　40名受講）

引き続き、親子で楽しめるスポーツ教室、

健康セミナー等を実施する。

スポーツ

センター

運営事

業：59,725

引き続き、事業の充実と拡大に努める。

◆親子手帳交付時の妊婦支援、保

健連絡員による赤ちゃん訪問、乳

幼児健診など、母子保健事業の充

実により、母子の健康づくりを支援

します。

保健センター 親子健康手帳交付時の健康相談数：1,445人

妊婦及び乳児健康診査補助を実施

県外医療機関妊婦及び乳児健康診査補助を実施

保健連絡員赤ちゃん訪問：1,200件（不在訪問はぬく）

助産師の新生児訪問：204件

４か月児健診48回：1,475人

１歳６か月児健診36回：1,353人

３歳児健診36回：1,323人

２歳３か月歯科健診24回：1,241人

母親歯科健診48回：1,378人

23年度と同様に、親子手帳交付時の妊婦

支援、保健連絡員による赤ちゃん訪問、

乳幼児健診など、母子保健事業の充実に

より、母子の健康づくりを支援する。

193,721 引き続き、親子手帳交付時の妊婦支援、保

健連絡員による赤ちゃん訪問、乳幼児健診

など、母子保健事業の充実により、母子の

健康づくりを支援する。

◆女性専用相談室を開設し、女性

が相談しやすい環境を整備します。

病院総務課 ・年間相談件数4件

・電話での応対件数（相談等）58件

・相談室での相談は毎週水曜日の午後1時～3時30分。1人につき30分。予約受

付は月～木の午後3時30分～4時30分。産婦人科、精神科関連の相談が多くを占

める。

23年度と同様に実施していく。 引き続き、「女性専門家による女性のための

相談室」として、電話での予約段階から丁寧

に応対し、相談された方の不安が解消され

るように取り組んでいく。

③女性の身

体への自己

決定権の尊

重

◆リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

の理念について啓発し、周知を進

めることで、出産等に関する女性の

自己決定権を尊重する意識の浸透

を図ります。

保健センター ・母子保健推進協議会4回

・自己肯定感獲得DVDを乳幼児健診時等に配布：1,029個

・自己肯定感を獲得するための出前講座：1回

・中学２年生を中心に性に関する「安心相談カード」を1,451枚配布

・生と性に関するカリキュラムを実施

23年度と同様にリプロダクティブ・ヘルス

／ライツの理念について啓発し、周知を

進めることで、出産等に関する女性の自

己決定権を尊重する意識の浸透を図る。

683 引き続き、リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

の理念について啓発し、周知を進めること

で、出産等に関する女性の自己決定権を尊

重する意識の浸透を図る。

Ⅳ

　

安

心

で

き

る

生

活

環

境

と

、

生

涯

を

通

じ

た

健

康

づ

く

り

の

た

め

の

支

援

２
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①男女の健

康づくりのた

めの支援

◆水中エアロビクス、親子ふれあい

スポーツ、高齢者の健康体操など、

生涯を通じて心身ともに健康で過ご

すための学習や活動の機会を充実

します。

②母子の健

康づくりのた

めの支援
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小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》

目標目標目標目標 課課課課題題題題 所管課所管課所管課所管課 ２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績 ２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要

予算額予算額予算額予算額

（千円）（千円）（千円）（千円）

今後の考え方今後の考え方今後の考え方今後の考え方施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向

生活交流課 ・ふれあいセンターにおいて相談業務を実施（毎週水・金曜日）243名が相談

・人権擁護委員の日に特設相談所を開設した（6月1日）

・人権週間に伴う街頭啓発、パネル展を開催した（12月5日～12日）

・SOSミニレターを実施した

（小学校（約9,150人）・中学校（約4,500人）全学年対象）

・人権作品の展示を行った（3月9日～19日）

・ふれあいセンターにおいて相談業務を

実施（毎週水・金曜日）

・人権擁護委員の日特設相談所を開設（6

月1日）

・人権週間に伴う街頭啓発、パネル展の

開催（12月3日～10日）

・SOSミニレター実施（小学校（約9,400

人）・中学校（約4,300人）全学年対象）

・人権作品の展示（3月8日～18日）

618 今後も同様に相談業務のＰＲに努め、街頭

啓発やパネル・作品の展示を行い人権意識

を高めるよう努める。

学校教育課 人権週間に、各学校で一斉に人権に関する授業、集会、講和等を行った。 前年度と同様に実施していく。 人権教育の充実を図る。

まなび創造館 ＤＶ防止パネル展の実施

女性に対する暴力撤廃の国際デー（11月25日）に合わせ、「こまきサポート愛」が

作成したパネルなどの展示をすることで、ＤＶに関する知識を深めるとともに、周知

活動及び情報提供を行なった。

11月9日～16日：味岡市民センター

11月18日～25日：まなび創造館センターモール

・DVに関する理解を深め、庁内で情報を

共有し、庁内DV等ネットワークの強化に

努める。

・DV等ネットワーク会議を開催する。（日

程等は未定）

・引き続きパネル展等で、DVに対する理

解を深める。

市役所内関係各課を集めてDV等ネットワー

ク会議を開催し、情報交換を行うことで、人

権教育の啓発・充実に努める。

◆市職員が、人権尊重の視点に

立って公務を遂行できるように、人

権研修等を実施します。

人事課 ・平成２３年６月１４日に主査２年目の職員を対象に人権研修を開催

・平成２３年９月８日に採用２年目の職員と受講希望者を対象に人権研修を開催

平成２４年度研修計画に基づき、平成２３

年度と同様に人権研修を開催する。

220 人権尊重の視点に立った公務の遂行の為

に重要な研修であるため、同様の人権研修

を継続して開催する。

◆様々な人権問題や、男女共同参

画社会実現の必要性などを学ぶこ

とができる機会を充実します。

まなび創造館 みらい塾の教養課程で、男女共同参画社会に関する講座を開催した。

・教養課程（必修）：自分らしく輝くために～男女共同参画社会について～（４０名

受講）

・教養課程（必修）：スウェーデンを通して見えてくるもの（４１名受講）

・教養課程（必修）：幸福に生きるために～人権について考える～（２５名受講）

・教養課程（必修）：知られざる人々を探る～男女平等の思想を切り拓いた女性た

ち～（３２名受講）

引き続き、みらい塾で人権に関する講座

や男女共同参画に関する講座を開催す

る。

・教養課程（必修）：自分にたどる日本女

性史

・教養課程（必修）：幸福のレシピ

・教養課程（必修）：女性と福祉

・教養課程（必修）：ジェンダーフリーにつ

ながる社会の課題ー今、私たちにできるこ

とー

小牧市民

大学こまき

みらい塾

運営事

業：5,061

引き続き、人権問題や男女共同参画社会の

実現にむけて学習することができる講座を

開講する。

まなび創造館 経験豊富な女性相談員を配置し、相談者にとって相談しやすい環境を整えた。

＜毎週水曜日（第５週を除く）・毎月第１・第３金曜日午前１０時～午後４時＞

【Ｈ２２年度実績】

相談件数：１４５件（面接相談：６９件、電話相談：７６件）

　〔内ＤＶ相談11件（面接相談：９件、電話相談：２件）〕

【Ｈ２３年度実績】

相談件数：213件（面接相談：82件、電話相談：131件）

　〔内ＤＶ相談27件（面接相談：15件、電話相談：12件）〕

・まなび女性相談：毎週水・金曜日（第５週

を除く）午前１０時～午後４時

・経験豊富な相談員を引き続き配置し、

DV被害者の支援に努める。

1,920 広く市民へ女性相談の周知、充実と拡大に

努める。

福祉課 ・女性の悩み事相談

毎月第２・第４水曜日に実施

相談件数３５件（平成２３年３月末）

うち電話相談２４件

愛知県からの相談員の派遣は平成２２年

度で終了しました。

第２・第４水曜日の相談についても、まな

び創造館で実施の予定です。

◆女性をとりまく様々な悩み事を救

済するための関係機関によるネット

ワークを構築します。

まなび創造館 愛知県より「DV理解の出前講座」の派遣を依頼し、男女共同参画普及員向けに

研修会を開催した。また、DV等の相談のための相談カードを作成し、市内各施設

に設置を依頼することで、相談の周知を図った。

DV等ネットワーク会議を開催し、関係各

課と情報交換を行うことで、相談者の支援

に努める。

（DV等ネットワーク会議日程は未定）

相談者が窓口で二次被害にあわないようDV

に対する理解を深め、さらなるネットワークの

構築に務める。

◆パトロール、各種講座、訪問など

を行い、人権を侵害する行為の予

防に努めます。

生活交流課 ・人権教室実施（三ツ渕小学校、村中小学校）

・12/5人権に関する啓発物品を平和堂とアピタ小牧店で配布。

・市内各所で啓発車によるPR。

・人権教室実施

・12/3人権に関する啓発物品を平和堂と

アピタ小牧店で配布。

同上 今後も同様に人権教室や啓発活動を行い

人権侵害行為の予防に努める。

◆セクシュアル・ハラスメント、ドメス

ティック・バイオレンス（ＤＶ）、ストー

カー行為、児童虐待など、様々な人

権問題に関する情報提供や関係法

令の周知等により、問題発生の予

防に努めます。

まなび創造館 ・ＤＶ防止パネル展の実施

女性に対する暴力撤廃の国際デー（11月25日）に合わせ、「こまきサポート愛」が

作成したパネルなどの展示をすることで、ＤＶに関する知識を深めるとともに、周知

活動及び情報提供を行なった。

11月9日～16日：味岡市民センター

11月18日～25日：まなび創造館センターモール

・DV相談カードの発行

各市民センターや市役所における関係各課の窓口に設置し、相談場所の周知を

図った。総務課へ依頼し、市庁舎内女子トイレに設置を行った。

H21年度：15ヶ所設置

H22年度：16ヶ所設置

H23年度：17ヶ所設置

・ＤＶ防止パネル展の実施（2ヶ所で実施

予定）。

・DV相談カードを発行する。

450 引き続き、DVパネル展を実施し、DV相談

カードを発行する。女性相談も積極的にPR

し、DV被害などの予防活動を推進する。

◆セクシュアル・ハラスメント、ドメス

ティック・バイオレンス（ＤＶ）、ストー

カー行為など、女性をとりまく様々

な悩み事相談の体制の充実を図り

ます。

②予防活動

の充実

Ⅴ
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①人権教育・

啓発の充実

◆女性をはじめ、子ども、高齢者、

障害者、外国人などの様々な人権

問題への正しい認識を育み、人権

尊重の視点から男女共同参画社会

の実現をめざす意識づくりに努めま

す。

２
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人
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侵

害

へ

の

予

防

と

対

策

①相談機能

の充実
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小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅡ）の推進状況報告書　《平成２３年度事業実績等》

目標目標目標目標 課課課課題題題題 所管課所管課所管課所管課 ２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績２３年度の事業の実績 ２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要２４年度の事業の概要

予算額予算額予算額予算額

（千円）（千円）（千円）（千円）

今後の考え方今後の考え方今後の考え方今後の考え方施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向

①推進会議

による計画

の推進

◆男女共同参画推進会議を中心

に、庁内各課が連携して計画を推

進する体制を強化します。

まなび創造館 平成２3年度開催せず。 ・男女共同参画推進会議及び専門部会を

中心に、男女共同参画審議会で提言され

た事項を推進していく。

男女共同参画基本計画の推進状況（H２

３年度実績等）を調査し報告する。

庁内各課が所管課となっている審議会等に

ついての情報提供の働きかけ、関係各課と

の連携強化に努める。

◆男女共同参画審議会を中心に、

施策の継続的な研究や、計画の進

捗状況の報告を定期的に行いま

す。

まなび創造館 男女共同参画審議会を定期的に開催し、男女共同参画基本計画の推進状況の

報告や審議会等における女性委員の登用状況について報告をおこなった。

第１回：７月２９日

男女共同参画審議会の開催

ハーモニーⅡのH２３年度推進状況を調

査し報告する。

231 男女共同参画審議会を定期的に開催し、進

捗状況の調査する。

◆目標値を掲げ、事業実施報告に

おいて目標達成度の評価を取り入

れます。

まなび創造館 ハーモニーⅡの目標数値：各種審議会等の女性委員登用率３５％（平成２５年）

この目標数値を達成するため、幹部会において審議会等における女性委員の登

用について積極的に働きかけた。

ハーモニーⅡの目標数値：各種審議会等

の女性委員登用率３５％（平成２５年）　こ

の目標数値を達成するため、審議会等へ

の女性委員の登用について積極的に働

きかける。

引き続き、目標数値達成のため、各種審議

会の委員改選の際に積極的に女性委員登

用を働きかける。

①女性セン

ターの有効

活用

◆女性センターを男女共同参画社

会実現に向けた推進拠点とし、学

習、情報提供、交流、相談など時代

の要請に応じた事業を実施し、地

域活動への展開を図ります。

まなび創造館 男女共同参画に関する資料・情報誌・映像資料等の収集・整理・貸出等を女性団

体グループの協力により推進を図った。また、まなび創造館で男女共同参画につ

いて学び知識を習得した市民が女性センターだより編集委員となり、男女共同参

画に関する情報資料の提供と女性の社会的地位の向上及び社会参画の促進を

図るために女性センターだよりを発行した。

年２回（９／１５号、２／１５号）

・団体交流室図書コーナーを引き続き運

営する。図書コーナーには、男女共同参

画に関する資料を収集し、情報提供す

る。

・女性センターだよりの発行（年２回）

　<９／１５、２／１５>

一般事務

事業：

23,906

男女共同参画に関する資料・情報誌・映像

資料等の収集・整理・貸出等を女性団体グ

ループの協力により進めていく。男女共同

参画に関する情報資料の提供と女性の社

会的地位の向上及び社会参画の促進を図

るため、女性センターだよりを発行する。

秘書広報課 男女共同参画に関する行事・催事について、広報掲載・報道機関への情報提供

などを積極的に行い、市民へのＰＲに努めた。

引き続き、市民へのＰＲを積極的に行う。

まなび創造館 小牧市男女共同参画審議会及びみらい塾運営委員会において、企業や次世代

を担う世代の代表を委員として選任し、幅広く情報収集及び情報発信に努める。

引き続き、企業や次世代を担う世代の委

員を選任し、情報収集及び発信に努め

る。

まなび創造館が男女共同参画推進施設の

拠点となるよう情報発信に努める。

③条例に基づ

く行動の促進

◆条例に基づく市、市民、事業者の役割を

踏まえ、具体的な行動を促します。

まなび創造館 男女共同参画条例に基づき全庁で取り組んだ。男女共同参画審議会にて男女共

同参画がより推進するよう活発に意見交換などを行なった。計画の推進について

は、まなび創造館では、各種審議会等における女性委員の登用について幹部会

などで積極的に働きかけた。

男女共同参画条例に基づき取り組んでい

く。各種審議会等の改選時には、幹部会

などで女性委員の登用について啓発を行

なうとともに、男女共同参画審議会を定期

的に開催し、男女共同参画基本計画の推

進状況など報告を行なう。また、審議会等

の改選がある場合は、女性人材バンクを

活用し女性委員を推薦するなど女性委員

の登用率向上に努める。

引き続き推進に努める。市・市民・事業者の

共同によって男女共同参画基本計画がより

推進するよう努める。

②計画の進

行管理体制

の確立

２

．
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共

同

に

よ

る

計

画

の

推

進

②情報の収

集・発信の充

実

◆男女共同参画社会実現のため、

情報の収集・発信を行います。

Ⅵ

　

計

画

推

進

の

た

め

に

１

．

推

進

体

制

の

整

備

・

充

実
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